
【
組
合
の
概
要
】

　

所
在
地　

千
葉
市
中
央
区
弁
天
１
─
２
─
８　

大
野
ビ
ル
5
階

　

電　
　

話　

０
４
３
‐
２
０
７
‐
８
１
０
１

　

設　
　

立　

昭
和
52
年
２
月

　

理
事
長　

小
林　

秀
虎

　

組
合
員　

13
人

　

工
場
数　

18
工
場

　

業　
　

種　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業

　

主
な
事
業　

共
同
販
売
、
品
質
管
理

　

出
資
金　

１
，
４
０
０
万
円

【
千
葉
中
央
エ
リ
ア
の
生
コ
ン
出
荷
実
績
か
ら
見
た
景
況
感
】

　

２
０
１
３
年
度
の
上
半
期
は
、
幕
張
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
建
設
に
よ
り
、

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
出
荷
量
が
前
年
同
期
よ
り
、
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。
ま
た
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
も
あ
り
、
年
間
を
通
し
、

前
年
よ
り
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
出
荷
量
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
４
年
は
消
費
税
増
税
反
動
減
を
受
け
、
企
業
の
建

設
投
資
手
控
え
や
主
要
物
件
の
工
事
完
了
に
よ
り
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
出
荷
量
は
前
年
と
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
も
前
年
度
と

比
べ
、
上
半
期
の
出
荷
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
上
半
期
の
第
２
四

半
期
（
７
～
９
月
）
か
ら
持
ち
直
し
基
調
に
あ
り
、
40
万
㎥
前
後
ま
で

回
復
す
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
来
年
度
の
２
０
１
６
年
は
、
千
葉
市
役
所
の
建
替
工
事
、
中

央
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
美
浜
区
ト
リ
プ
ル
タ
ワ
ー
の
着
工
が
見
込
ま
れ
、
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
出
荷
量
は
回
復
基
調
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

【
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界
が
抱
え
る
問
題
】

　

現
在
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界
で
は
、
残
・
戻
り
コ
ン
の
処
理
と
い
う

大
き
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
現
場
か
ら
持
ち
帰
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
（
こ
こ
で
は
残
・
戻
り
コ
ン
と
称
す
る
）
の
処
理
に
は
多
額
の
費
用
が

掛
か
る
こ
と
、
処
理
し
た
固
化
物
を
廃
棄
す
る
処
分
所
場
に
余
力
が
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
の
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
・
戻
り
コ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
、
是
正
に
向
け
て
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
業
界
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
法
律
（
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
：
廃
掃
法
と
い
う
）
で
は
、
一
旦
納
入
し

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
で
な
け
れ
ば
、
有
償
で

処
理
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
残
・
戻
り
コ
ン
の
う
ち
、

全
く
手
つ
か
ず
で
戻
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
こ
こ
で
は
、
戻
り
コ
ン
と

称
す
る
）
に
つ
い
て
の
み
、
契
約
が
取
り
消
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
契
約

取
消
し
料
と
し
て
の
有
償
化
を
打
ち
立
て
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
戻
り
コ
ン
の
発
生
量
は
、
残
・
戻
り
コ
ン
の
１
／
９
と
僅
か

な
量
で
す
の
で
、
有
償
化
し
て
も
、
工
場
処
理
費
用
の
ほ
ん
の
一
部
に
し

か
な
り
ま
せ
ん
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
識
を
高
め
、「
残
・
戻
り
コ
ン
全
体

を
減
ら
す
」
と
い
う
目
的
に
有
効
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
関
東
１
区
（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
の
各
都
県
）
で
は
、

価
格
ス
ラ
イ
ド
表
に
戻
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
キ
ャ
ン
セ
ル
制
度
を
表
示
し
、

戻
り
コ
ン
が
発
生
し
た
際
の
有
償
化
を
実
施
し
て
い
る
組
合
が
増
え
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
千
葉
中
央
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
も
同
様

で
す
。
戻
り
コ
ン
有
償
化
に
つ
い
て
の
廃
掃
法
に
お
け
る
判
断
は
、
各

自
治
体
に
よ
り
異
な
り
、
全
て
の
自
治
体
が
こ
の
制
度
を
認
め
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
戻
り
コ
ン
有
償
化
の
目
的
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
残
・
戻

り
コ
ン
の
存
在
を
ゼ
ネ
コ
ン
側
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

発
注
し
た
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
納
入
書
で
は
全
て
打
設
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
ゼ
ネ
コ
ン
側
で
は
現
場
で
戻
り
コ
ン
が
発
生
し
た
こ
と
を
認
識

し
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
是
正
す
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
残
・
戻

り
コ
ン
問
題
に
対
す
る
問
題
解
決
へ
の
足
が
か
り
に
す
る
こ
と
で
す
。 

　

今
回
の
戻
り
コ
ン
有
償
化
を
き
っ
か
け
に
、
残
コ
ン
（
荷
卸
し
後
に
一

部
余
っ
た
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
問
題
に
も
目
が
向
け
ら
れ
、
自
治
体
と

ゼ
ネ
コ
ン
双
方
へ
の
問
題
解
決
の
き
っ
か
け
に
す
る
た
め
で
す
。
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ご挨拶
千葉県中小企業団体事務局責任者協会会長　檜貝  孝二郎

　平素は本協会の事業推進につきまして、多大なるご支援、ご協力を頂いておりま
すこと、厚く御礼申し上げます。
　2015年の活動を振り返りますと、６月には2016年１月から施行されるマイナンバー
制度についての知識を深めることを目的に、組合運営・企業経営研究会を開催し、
会員外の方も含め70名を超える方々に参加して頂きました。また、レクリエーショ
ンの一環として、９月のサークル活動においては、木更津市を訪れ、市内の歴史的
神社仏閣や木更津市の新しい観光スポットである三井アウトレットパーク木更津を
散策しました。11月に入り、新たな事業として、千葉県中小企業団体中央会・千葉
県中小企業組合士会との共催による「組合活性化策等検討会」を開催し、魅力あ
る組合と活力ある運営についての研究・検討を行いました。12月の視察研修におい
ては、千葉県中小企業団体中央会の会員である千葉県乳業協同組合の理事長の会
社である古谷乳業株式会社様の成田工場で高品質な乳製品作りを視察するととも
に、平成25年設立の「さくらの山管理企業組合」が運営している「空の駅　さくら館」
を視察し、組合が取組み、数多くの観光客の皆様に喜ばれている運営を目の当たり
にする等、多くの貴重な体験を得ることができたと思います。前述させて頂いたよ
うに当初総会でご承認頂いた事業を全て実施することが出来ましたのも、会員皆様
のご協力の賜物と改めて厚く御礼申し上げます。
　現在、我が国の経済は、不透明感がぬぐえない面も多々あり、今後に不安を残し
ておりますが、本協会としましては、人的ネットワークによる情報収集と人的交流
を重ね、組合運営や組合員の支援の際の一助とするために、講習会や交流会などの
事業活動を行っていく所存でございます。
　今後も、本協会に対して、会員の皆様方のご理解とご支援並びに積極的なご参
加をお願い申し上げます。

千
葉
中
央
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

専
務
理
事
　
嶋
田
　
泰
光

組合活性化策等検討会
　〇本気で取り組む組合運営～魅力ある組合とは～

　11月９日（月）に本協会と千葉県中小企業団体中央会と千葉県中小企業組合士会
との共催による組合活性化策等検討会を開催致しました。
　今回は、中小企業診断士の清水透氏を講師にお招きし、「本気で取り組む組合運
営～魅力ある組合とは～」をテーマに検討会を開催致しました。
　清水講師より、中小企業組合が持続的に発展していくためには、事務局、役員、
組合員が本気で取り組む必要があり、その取組みを充実させるために考えるべき項
目として「①組合を通じた公的支援は減っているか。②組合を本気で考え行動する
人はだれか。③平等ではなく公平に組合員を取り扱うことは可能か。④組合に井戸
端部屋、タバコ部屋はあるか。⑤お金に関し組合員の不安・不満はないか。⑥メリッ
トに関し、組合員の期待とギャップ。⑦組合運営に必要なものを集め、メリットを
表現した書面が事業計画だと思うが間違いないか。」であることを述べられました。
その後、意見情報交換会に移り、上記の①～⑦に基づき、各組合の現状について、
情報交換を行い、盛会裏に検討会は終了致しました。

【千葉中央生コンクリート協同組合の
ここ数年の出荷実績】

●過去最高出荷実績　平成3年度　1,484,334㎥
●過去最高最多組合員工場数　昭和55年　20工場

【需要動向】
　生コンクリートの需要は国内景気動向に左右さ
れ、建設投資額や地域特性により決まります。当組
合の需要もバブル崩壊直後の平成３年度にピークを
迎え、建設の冬の時代とともに長期間低迷し、平成
２６年度は過去最低の出荷量となりました。

最近の
出荷実績㎥

上期 下期 年計

2012年度 224,806 252,960 477,766

2013年度 407,784 266,228 674,012

2014年度 197,438 139,193 336,631

2015年度 185,644

千葉中央エリア（当組合活動エリア）

＊ 千葉市、四街道市、市原市の一部（養老川
国道 409 号・房総横断道路を結んだ線の 
千葉市部分）

発行　千葉県中小企業団体事務局責任者協会
住所　千葉市中央区富士見2丁目22番2号
　　　千葉中央駅前ビル 3 階
　　　千葉県中小企業団体中央会  工業連携支援部内
　　   TEL 043-306-2427　FAX 043-227-0566事務局責任者協会だより

千葉県中小企業団体事務局責任者協会機関紙
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本
協
会
会
員
の
交
流
を
図
る
た
め
に
例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
秋
の
ハ
イ

キ
ン
グ
は
、
今
年
７
回
目
を
迎
え
、
今
回
は
木
更
津
市
の
歴
史
的
神
社
仏
閣

と
木
更
津
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
木

更
津
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
９
月
26
日
に
（
土
）
に
実
施
さ
れ
、
午
前
中
は
木
更
津

市
観
光
協
会
の
方
の
案
内
の
元
、
木
更
津
市
内
の
神
社
仏
閣
を
散
策
し
ま
し

た
。
江
戸
時
代
初
期
に
創
建
さ
れ
、
童
謡
『
証
城
寺
の
狸
囃
子
』
で
有
名
な

証
城
寺
や
１
３
３
５
年
に
創
建
し
、光
明
寺
の
境
内
の
奥
に
あ
る
歌
舞
伎
「
与

話
情
浮
名
横
櫛
」（
よ
わ
な
さ
け
う
き
な
の
よ
こ
ぐ
し
）の
主
人
公
で
あ
る「
与

三
郎
」
の
お
墓
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
木
更
津
市
内
に
あ
る
明
治
30
年
に
創
業
し
、
１
０
０
年
以
上
の
歴

史
が
あ
る
「
味
処　

宝
家
」
で
と
り
ま
し
た
。
宝
家
で
は
、
東
京
湾
で
水
揚

げ
し
た
新
鮮
な
魚
介
類
、
房
総
台
地
で
収
穫
し
た
野
菜
な
ど
木
更
津
な
ら
で

は
の
風
味
豊
か
な
素
材
を
中
心
に
、
厳
選
し
た
美
味
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
木
更
津
市
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
パ
ー
ク
木
更
津
を
訪
れ
ま
し
た
。
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
木
更
津
は

２
０
１
２
年
４
月
に
木
更
津
市
に
オ
ー
プ
ン
し
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の

木
更
津
金
田
Ｉ
Ｃ
の
近
く
に
あ
り
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
買
い
物
客
が
訪
れ

ま
す
。
ま
た
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
羽
田
空
港
か
ら

バ
ス
に
乗
り
30
分
で
訪
れ
る
た
め
、
外
国
人
観
光
客
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
７
月
に
は
、
店
舗
数
が
１
７
５
店
舗
か
ら
２
４
８
店
舗
へ
と
拡

大
し
、
店
舗
数
首
都
圏
最
多
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

【
木
更
津
の
歴
史
】

　

木
更
津
と
い
え
ば
、
そ
の
名

の
由
来
は
古
く
さ
か
の
ぼ
っ

て
、
古
事
記
の
き
み
さ
ら
ず
伝

説
に
あ
る
と
い
う
由
緒
あ
る
市

で
す
。
江
戸
時
代
に
は
港
町
と

し
て
栄
え
て
お
り
、歌
舞
伎
「
切

ら
れ
与
三
郎
」
や
木
更
津
甚
句

で
そ
の
名
を
高
く
知
ら
し
め
、

明
治
時
代
に
は
木
更
津
県
が
誕

生
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
県
庁

所
在
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
更
津
市
は
、
昭
和
40
年
代

に
入
る
と
活
況
を
呈
し
て
き
ま

し
た
。
西
口
の
開
発
、
そ
ご
う

デ
パ
ー
ト
の
進
出
、
隣
の
君
津

町
の
新
日
本
製
鉄
の
誘
致
、
君
津
郡
市
全
体
を
一
つ
に
取
り
ま
と
め
る
話
な

ど
中
核
都
市
と
し
て
の
脚
光
を
浴
び
、
花
柳
界
も
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
市
を
盛
り
上
げ
る
べ
き
ビ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ず
さ
ア
カ

デ
ミ
ア
パ
ー
ク
の
開
発
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
開
通
な
ど
に
よ
り
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
地
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
井
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
木
更
津
が
２
０
１
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
首
都
圏
全
体
を

商
圏
に
巻
き
込
み
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
買
い
物
客
を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
港
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
木
更
津
市
は
、
現
代
で

も
人
々
の
交
流
の
盛
ん
な
地
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
の
大
筋
の
合
意
に
よ
り
、

海
外
の
安
価
な
農
産
物
が
日
本
市
場
に
流
れ
込
ん
で
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
、
そ
し
て
千
葉
県
の
農
産
物
に
与
え
る
影
響
は

大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
抗
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
農
産

物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
ブ
ラ
ン
ド
化
が
あ
り
ま
す
。　

　

千
葉
県
内
で
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
「
多
古
米
」
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。
多
古
米
は
、
有
機
物
が
豊
富
な
粘
土
質
の
土
壌
で
古
く
か

ら
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
多
古
町
の
農
産
物
で
す
。
多
古
米
は
、

平
成
13
年
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
日
本
の
食
文
化
の
情
報
発
信
を
目

的
と
し
た
国
内
外
の
寿
司
職
人
が
技
術
と
味
を
競
う
「
ワ
ー
ル
ド
ス
シ
カ
ッ

プ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
米
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
大
会
に
参
加
し
て
い
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
店
舗
で

提
供
さ
れ
る
寿
司
米
と
し
て
使
用
し
た
い
と
し
て
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
、
海
外

へ
の
輸
出
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
一
朝
一
夕
に
は
確
立
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
後
、
海
外
の
農
産
物
に
負
け
な
い
た
め
に
も
付
加
価
値
を
つ
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
米
な
ど
の
農
産
物
単
体
で
は
、
海
外
で
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
日
本
の
食
文
化
や
技
術
と
と
も
に
海
外
進
出
を
目

指
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　

例
を
挙
げ
る
と
海
外
で
は
、
日
本
食
は
健
康
に
良
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
中
で
も
寿
司
は
海
外
で
の
人
気
度
が
高
い
で
す
。
そ
の
為
、
寿
司
米

に
最
適
で
あ
る
多
古
米
は
寿
司
と
い
う
食
文
化
と
と
も
に
海
外
に
浸
透
し
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
高
性
能
な
炊
飯
器
は
海
外

で
も
人
気
が
あ
り
、お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
メ
ー

カ
ー
と
協
力
し
、
日
本
の
高
性
能
な
炊
飯
器
で
炊
い
た
品
質
の
高
い
日
本
の

米
を
海
外
の
人
々
に
食
べ
て
も
ら
い
、
美
味
し
さ
を
伝
え
れ
ば
、
海
外
で
の

日
本
米
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

出
典
元　
（
株
）
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所　

　
「
千
葉
県
経
済
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
と
そ
の
評
価
―
農
業
へ
の
影
響
を
中
心
に
―
」

　

本
年
度
の
10
月
か
ら
随
時
配
布
さ
れ
、
平
成
28
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
。
既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
も
し
く
は
そ
れ
に
似
た
制
度

を
導
入
し
て
い
る
国
で
は
、
な
り
す
ま
し
な
ど
の
悪
用
さ
れ
た
事
例
が
多
々

あ
り
ま
す
。
日
本
国
内
で
も
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
悪
用
し
た
詐
欺

の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
似
た
制
度
が
国
民
に
浸

透
し
、
機
能
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
事
例
が
北
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
あ
る
人
口
１
３
０
万
人
の
エ
ス
ト
ニ
ア
と
い
う
国
で
す
。
こ
の
エ
ス
ト

ニ
ア
の
成
功
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
１
９
９
１
年
か
ら
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
独
立
し
、
特
出
す
べ
き
産
業
が
な
か
っ
た
た
め
、
国
を
あ

げ
て
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
し
、
行
政
の
電
子
化
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
国
策
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

進
め
、
２
０
０
０
年
に
初
期
の
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
中
核
を
担
う
の
が
１
枚
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
で
あ
り
、
日
本
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
あ
た
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
に
は
、
顔
写
真
と
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
出
生
地
な
ど

が
記
載
さ
れ
、
15
歳
以
上
の
国
民
の
所
有
が
義
務
付
け
ら
れ
、
現
在
、
人
口

の
８
割
以
上
が
所
有
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
は
、
運
転
免
許
証
の
不
携
帯
時
の
代
用
や
Ｅ
Ｕ
地
域
内
で
の
パ
ス

ポ
ー
ト
機
能
で
す
。
ま
た
、
薬
局
で
の
お
薬
手
帳
や
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

手
続
き
も
可
能
で
す
。
こ
の
他
に
も
様
々
な
店
舗
で
の
会
員
証
に
も
な
り
、

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
や
割
引
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
税
金
の
還
付
や
会
社
登
記

な
ど
の
面
倒
な
手
続
き
も
実
際
に
役
所
に
行
こ
と
な
く
、
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
で
手

続
き
が
可
能
で
す
。

　

現
在
で
は
、
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
で
国
内
の
３
０
０
０
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

可
能
で
す
が
、
国
民
に
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
が
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
法

整
備
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
分
野
を
広
げ
る
こ
と
に
５
年
か
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
事
例
を
日
本
で
応
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
住
所
や
電
話
番
号
は
個
人
情
報
と
み
な
さ

れ
ず
、
日
本
と
個
人
情
報
に
対
す
る
考
え
方
が
違
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
今

後
、
日
本
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
民
間
利
用
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
本

で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
民
間
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
人

の
個
人
情
報
に
対
す
る
意
識
改
革
と
法
整
備
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ハ
イ
キ
ン
グ

木
更
津
の
古
き
良
き
時
代
を
学
び
、
現
代
を
見
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
シ
リ
ー
ズ
①

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
～
海
外
に
目
を
向
け
、
お
手

本
に
な
る
国
～
】

【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
に
よ
る

千
葉
県
の
農
業
へ
の
影
響
と
そ
の
対
策
】


